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は じ め に 

 

 今日、少子高齢化の進行や雇用・就業環境の変化など、社会情勢が急速に

変化しています。そのような中で、豊かで活力ある社会を築くためには、男

性も女性もすべての個人が喜びや責任を分かち合い、その個性や能力を発揮

できる男女共同参画社会を実現することが重要です。 

本県では、平成１３年１０月に「石川県男女共同参画推進条例」を制定、

同年３月に「いしかわ男女共同参画プラン２００１」を策定、平成２３年３

月には「いしかわ男女共同参画プラン２０１１」を策定し、男女共同参画推

進の基盤強化を図るとともに、各種施策の取組を進めているところです。 

本年度は、「いしかわ男女共同参画プラン２０１１」の策定から５年経過し、

この間の社会情勢の変化等により計画の改定を行うこととしております。 

本調査は、男女共同参画に関する県民意識の現状を把握し、今回の同プラ

ンの改定に反映させるとともに、今後の男女共同参画施策推進の基礎資料と

するために実施したものです。 

本調査結果が、今後の男女共同参画施策の推進の一助として、県民の皆様

をはじめ、各方面に幅広くご活用いただければ幸いです。 

 おわりに、本調査を実施するにあたり、ご協力いただきました皆様に厚く

お礼申し上げます。 

 

 

平成２７年１０月 

 

 

石川県県民文化局長 森田 美恵子 
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